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　　　　　　特集：平成 26年度当初予算

人件費
9億262万円
13.9％ 公債費

6億2,999万円
9.7％

扶助費
5億9,336万円
9.1％

普通建設費
11億7,088万円
18.0％

災害復旧費
1億9,122万円
2.9％

補助費等
8億5,740万円
13.2％

物件費
15億6,827万円
24.0％

繰出金
4億8,326万円
7.4％

貸付金
4,650万円
0.7％

維持補修費
1,122万円
0.2％

積立金
2,581万円
0.4％ 予備費

2,947万円
0.5％

地方税
14億7,667万円
22.7％

繰入金
7億3,070万円
11.2％

使用料及び
手数料など
2億183万円
3.1％

地方交付税
14億648万円
21.6％

地方消費税
交付金など
2億3,376万円
3.6％

地方債
5億2,990万円
8.1％

国庫支出金
5億1,997万円
8.0％

県支出金
14億1,069万円
21.7％

歳出（性質別）

【
予
算
の
仕
組
み
】

町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
３
つ
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
会

計
に
は
、
町
に
入
る
お
金
の
歳

入
、
町
か
ら
出
る
お
金
の
歳
出
が

あ
り
、
法
律
で
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支

の
均
衡
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
赤
字
予
算
・
決
算
は
許

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。一
般
会
計
は
、

町
行
政
運
営
の
財
政
を
基
本
的
に

経
理
す
る
会
計
で
、福
祉
や
教
育
、

建
設
な
ど
町
の
事
業
の
大
部
分
を

ま
か
な
う
大
事
な
会
計
で
す
。

【
歳
入
】　
歳
入
は
、
地
方
公
共
団

体
が
一
会
計
年
度
に
お
け
る
一
切

の
収
入
を
言
い
ま
す
。

▼
町
税　
皆
さ
ん
や
法
人
が
町
に

納
め
る
お
金

▼
繰
入
金　
各
種
基
金
の
取
り
崩

し
や
特
別
会
計
な
ど
か
ら
繰
り
入

れ
る
お
金

▼
地
方
交
付
税　
自
治
体
の
財
政

力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

▼
町
債　
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の

借
入
金

【
歳
出
】　
歳
出
は
、
地
方
公
共
団

体
が
一
会
計
年
度
に
お
け
る
一
切

の
支
出
を
言
い
ま
す
。

◎
性
質
別
歳
出

▼
公
債
費　
借
入
金
の
返
済
に
使

わ
れ
る
お
金

▼
普
通
建
設
費　
道
路
、
学
校
な

ど
の
建
設
・
整
備
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
繰
出
金　
各
種
基
金
や
特
別
会

計
間
な
ど
へ
繰
り
出
さ
れ
る
お
金

▼
維
持
補
修
費　

町
が
管
理
す
る

公
共
施
設
な
ど
の
修
理
に
使
わ
れ

る
お
金

▼
扶
助
費　
社
会
保
障
制
度
の
一

環
と
し
て
、
児
童
、
高
齢
者
、
生

活
困
窮
者
を
援
助
す
る
た
め
に
使

わ
れ
る
お
金

◎
目
的
別
歳
出

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
に
使
わ
れ

る
お
金

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
民
生
費
…
障
が
い
者
、
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
や
子
育
て
支
援
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予

防
、
健
康
増
進
な
ど
に
使
わ
れ
る

お
金

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興

の
た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備

等
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振

興
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
施
設

建
設
な
ど
社
会
資
本
整
備
の
た
め

に
使
わ
れ
る
お
金

▼
教
育
費
…
教
育
や
生
涯
学
習
の

充
実
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
た
お
金
（
町
債
）
の
元
金
・

利
子
や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支

払
う
お
金

歳出においては、徹底した事務事業の見直しと最小の経費で最大の効果を上げ
ていく考えのもと、町政運営の基本方針を示す第５次総合計画のもとに、新たな
感覚で施策の評価を行い、復興への取組を最優先に予算編成を配慮しました。
なお、主な事業につきましては４ページへ掲載しています。

歳出（目的別）
区　分 本年度 前年度 比　較

1 議 会 費 8,715万円 8,724万円 △9万円
2 総 務 費 7億1,807万円 5億4,485万円 1億7,322万円
3 民 生 費 13億5,397万円 13億9,540万円 △4,143万円
4 衛 生 費 12億3,076万円 13億6,670万円 △1億3,594万円
5 労 働 費 544万円 518万円 26万円
6 農林水産業費 3億8,312万円 3億1,459万円 6,853万円
7 商 工 費 9,957万円 7,463万円 2,494万円
8 土 木 費 8億7,199万円 4億2,776万円 4億4,423万円
9 消 防 費 2億6,785万円 3億945万円 △4,160万円
10 教 育 費 6億4,553万円 4億6,005万円 1億8,548万円
11 災害復旧費 1億9,122万円 14億4,318万円 △12億5,196万円
12 公 債 費 6億2,586万円 5億9,203万円 3,383万円
14 予 備 費 2,947万円 2,894万円 53万円
合　　計 65億1,000万円 70億5,000万円 △5億4,000万円

平成26年度鏡石町各会計当初予算総括表
会計区分 本年度 前年度 比　較

一 般 会 計 65億1,000万円 70億5,000万円 △5億4,000万円

国民健康保険特別会計 14億3,086万円 13億6,510万円 6,576万円

後期高齢者医療特別会計 9,347万円 8,852万円 495万円

介 護 保 険 特 別 会 計 7億1,946万円 6億8,524万円 3,422万円

土地取得事業特別会計 3,901万円 301万円 3,600万円

工業団地事業特別会計 9,207万円 4,675万円 4,532万円
鏡 石 駅 東 第 １ 土 地
区画整理事業特別会計 2億370万円 9,850万円 1億520万円

育英資金貸付費特別会計 1,075万円 931万円 144万円

公共下水道事業特別会計 4億9,580万円 4億6,730万円 2,850万円

農業集落排水事業特別会計 6,600万円 6,600万円 0万円

小　　　計 96億6,112万円 98億7,973万円 △2億1,861万円

上水道事業会計
収益的 2億4,568万円 2億3,325万円 1,243万円

資本的 3億4,264万円 4億3,677万円 △9,413万円

計 5億8,832万円 6億7,002万円 △8,170万円

合　　　計 102億4,945万円 105億4,975万円 △3億0,030万円

例えば、公園のブランコが壊れたの
で新しいブランコを設置するとします。
まずはブランコを設置するためにいく
らかかるか、国や県からお金をもらえ
ないかなどを調べ、予算案を作ります。
その案を、町民の代表である議会で説
明し、議会で認められた段階で正式な
予算となり、新しいブランコを設置す
ることができます。
なお、行政は、成立した予算に従って
計画どおりに事業を行わなければなり
ません。つまり、予算が決まるという
ことは、町が行
う事業が決まる
ということです。

予算とは？

歳入では、歳入全体の約２割を占める町税については、
法人町民税が 0.9%減の 9,119 万円、個人町民税につい
ては、6.6%増の４億1,613万と見込み、固定資産税にあっ
ては、震災による住宅の建て替えなどにより 5.9%増の
８億 4,386 万円となり、町税総額では、前年比 6.4%増
の 14億 7,667 万円を計上しました。

平成 26年度各会計当初予算は、３月４日か
ら 14日まで開催された３月町議会定例会で可
決され、成立しました。
一般会計当初予算は、前年度比５億4,000万

円、7.7％減で、65億 1,000 万円という、昨年
度に引き続き大型予算となりました。今月号で
は一般会計を中心に予算の中身を見ていきます。

平
成
26
年
度
の
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
、
予
算
編
成
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
内
外
の
経

済
動
向
や
国
の
財
政
運
営
の
基
本

方
針
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
や

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
町
政
運
営
の
基
本
方
針
を
示

予
算
編
成
の
方
針

用
語
の
説
明

す
第
５
次
総
合
計
画
の
主
要
事
業

に
つ
い
て
実
施
２
年
次
目
の
政
策

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
の

将
来
像
で
あ
る
、「
か
わ
る　

か

が
や
く
〝
牧
場
の
朝
〞
の
ま
ち
か

が
み
い
し
」
の
実
現
に
向
け
５
つ

の
柱
を
基
軸
に
、
各
種
事
業
の
重

点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

主
要
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
災
害
復
旧
事
業
」「
被
災
者
支
援

事
業
」「
防
災
関
係
事
業
」「
原
子

力
災
害
対
策
事
業
」「
ブ
ラ
ン
ド
・

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
」「
進
化

す
る
鏡
石
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

等
の
６
分
野
と
、
第
５
次
総
合
計

画
に
お
け
る
行
政
分
野
別
施
策
と

し
て
５
分
野
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

鏡石町長　遠藤　栄作

町の１年間のお金の使い道が決まる

予算総額 102億 4,945 万円

平成 26年度予算

歳入

歳出


